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青森県周辺域における地震波動伝播の可視化

Visualization of seismic wave propagation around Aomori Prefecture, northern Japan
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　地震学の分野において，走時曲線は地震波動伝播の問題を考える際の最も基礎的な情報となる．しかしなが
ら実際の地球の構造が複雑な場合，走時曲線には三重合や不連続が生じてしまう．従ってそこから実際の波動伝播
を推し量るためには専門的な知識が要求され，必ずしも一般向けとして適切とは言えない．この状況を改善するた
め，本研究は地震波エネルギ－の時空間変動を可視化することを試みた．ここでは 2001 年 8 月 14 日に青森県東方
沖で発生したマグニチュ－ド 6.2 の地震を例にとり，北海道から東北地方で観測された地震波形を，Hi-net と青
森県地震観測システムを含む地中観測デ－タ，KiK-net と K-net を含む地表観測デ－タ，の 2つのデ－タセットに
分け，それぞれを以下の手順でアニメ－ション化した．まず波形デ－タを全て地動速度に統一するため，KiK-net
及び K-net の強震加速度記録を 1回積分し，その過程で生じた見かけの長周期ノイズ成分をフィルタ－で除去した．
その後全ての波形記録をエンベロ－プに変換し，移動平均で平滑化した後に 1秒間隔で振幅値を抽出した．最終的
に Generic Mapping Tool (GMT) ソフトウェアを用い，振幅を対数スケ－ルにとってコンタ－マップを作成した．
このようにして得た各時間におけるスナップショットを統合してアニメ－ション化するが，この際にはインタ－
ネットを通じて一般公開することを念頭に置き，SWF 形式で書き出すこととした．
　上記の手順で作成したアニメ－ションにより，以下の事項を確認することができた．まず地震発生時におけ

る地動ノイズレベルは，山地部に比べ平野部で高い傾向を示す．地中観測デ－タに基づくアニメ－ションによると，
P波到達後，波面はほぼ同心円状に拡大していく様子が示された．このことは，地表観測デ－タの場合に波面が歪
んでしまうことと対照的である．更にここでは，十和田湖周辺を通過する際に波面が周囲よりも遅れるという現象
も確認することができた．従来の研究によって十和田湖周辺の上部マントル中には低速域が存在することが明らか
にされているが，このことが波面の回り込みに関与しているものと考えられる．S波の主要動も，一般に山地部に
比べ平野部において高い振幅を示す．この特徴は地中観測デ－タに比べ地表観測デ－タの場合により顕著に認めら
れるため，平野部における速度の遅い表層が地震波の振幅を大きく増幅するものと解釈できる．更に日本海の海岸
付近において S波走時の 2倍程度の時間が経過すると，地震波エネルギ－は近似的に空間的に一様に分布するよう
になる．この現象は，地震波の散乱モデルを考えることによって定性的に説明可能である．しかしながらこの程度
の時間帯においても，地震波の振幅は山地部に比べ平野部の方が相対的に高い値を示した．このことは，山地部に
比べ平野部の方が地震波の継続時間が長いことを意味している．この事実もまた，地表の堆積層において地震波エ
ネルギ－がトラップされると考えることにより説明可能である．更に十分長い時間が経過すると，地震波エネルギ
－は通常のノイズレベルに戻る．ここで対象とした地震の場合その時間は発震時から 22 分後程度であり，これは
F-P マグニチュ－ドの定義式のような，地震波の継続時間に関する既存の経験式から予測されるよりもはるかに長
い．
　これまで見てきたように，アニメ－ションから見た地震波動伝播の様子は，波面の拡大・十和田湖周辺の低

速域の影響・表層地質との対応と言った観点において，既存の地震学的知見とよく整合する．従って，地震波動伝
播を可視化するためには，ここで検討したアニメ－ション化は極めて有効であると言える．実際の地震波動伝播に
ついてより普遍的な特徴をつかむためには，今後事例解析を積み重ねていく必要がある．このことを通じて，地震
学者にとっては既存の知識を再確認したり新たなテ－マを発見したりできるだけでなく，地震波動伝播や地下構造
について一般市民の意識がより向上することが期待される．


